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＜聖書からのメッセージ ＞  

「死人が神の子の声を聞く」by エレミヤ 

 
本日は、「死人が神の子の声を聞く」 

という題でメッセージしたいと思います。テ

キストは以下の箇所です。 

 

ヨハネ5:25 まことに、まことに、あなたがた

に告げます。死人が神の子の声を聞く時が来

ます。今がその時です。そして、聞く者は生

きるのです。 

 

 5:26 それは、父がご自分のうちにいのちを

持っておられるように、子にも、自分のうち

にいのちを持つようにしてくださったからで

す。 

 

ここでは、死人が神の子の声を聞くときが

来ること、そして聞くものは生きる、という

ことが書かれています。あまり聞いたことの

ないことばですが、これらのことばの意味合

いは何なのでしょう？このことを考えてみま

しょう。 

 

聖書の中には実際に肉体が死んで死体とな

り、墓に葬られた人がキリストのことばを聞

いて生き返った話が書かれています。ヨハネ

伝に書かれたラザロの話です。この話の様に

実際に死んでしまった肉体が、もう一度生き

返る、という意味合いも尐しはあるかもしれ

ません。 

 

しかし、今回のテキストが語っていること

はもう尐し広い意味合いがあるように思えま

す。聖書のいうことばの定義と我々が常識的

に持っている定義とは、尐し異なることがあ

ります。この死人ということばに関してもそ

うであり、我々が思っている定義と尐し異な

るように思えています。尐し説明します。 

聖書によるなら、最初の人間の名前はアダム

でありエバです。全ての人はこの２人を父と

し、母として生まれてくるのです。 
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「死人が神の子の声を聞く」エレミヤ 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

そして、聖書によるなら、この最初の父母

であるアダムとエバは死人であり、その結果

私たち彼の子孫も同じく死人なのです。 

 

何故そのように断定的にいえるかというと

神はアダムに対してエデンの園でこう警告し

ていたからです。 

 

創世記2:17 「しかし、善悪の知識の木からは

取って食べてはならない。それを取って食べ

るその時、あなたは必ず死ぬ。」 

 

神がこのように断定的に警告するとき、そ

れはこけおどかしでなく、実際に実現する警

告であることを知ってください。そして、残

念ながら、その後、アダムもエバもこの実を

食べてしまいました。その結果、彼らは「死

ぬようになった、死人になった」と理解する

のが聖書的には正しいのです。 

 

何故なら、そう見えないとしても神のこと

ばが正しいからです。彼らの肉体は、確かに

その実を食べたとたんにバタンと倒れて死ん

でしまったわけではありません。しかし、神

のいう「必ず死ぬ」ということばが無効にな

ったわけではないのです。 

 

アダムは聖書によれば、９００歳以上生き

ました。また私たちの寿命も長生きすれば１

００歳まででも生きることができます。結構

長生きできているかもしれません。しかし、

死とは、肉体上のことだけをさしていってい

るのではないのです。 

 

神が「この実を食べるとき必ず死ぬ」とい

うとき、そのことばは正しく、たとえ私たち

のからだは健康であっても私たちは、神の前

には実質死んだものであり、死人となってし

まった、と理解するのが正しいのです。アダ

ムはその時より死んだものであり、アダムの

子孫である私たちも神の前には死人となって

しまった、と理解するのが正しいのです。 

 

そして、人間の人生に起きる問題とは私た

ちが死人であるから起きてくる問題が多いの

です。 

 

死人ということを考えてみましょう。死人

となると、もう見ることも聞くことも歩くこ

ともできません。同じように、私たちも神の

前に死人となるとき、もう真理を見ることも

神を見ることも正しく歩むこともできないの

です。たとえ肉体は健康であっても。 

 

私たちは自分では正常であり、生きており、

何の支障も問題もなく、正しい認識、 

正しい目を持っている、と自分では思ってい

ることが多いです。そして、そうであるのに、 

その正しい目とは実は間違った目だったり、

その感覚も死んで間違った感覚であることも 

よくあることなのです。 

 

一つ例を挙げます。あまり個人のことをあ

げるのは不本意ですが、最近ある都知事さん

のことが問題になりました。その都知事さん

は優秀な人なのですが、しかし、彼の常識や

感覚には問題がありました。彼は毎週末温泉

地にある別荘に通っていたのですが、それを

都の公用車で行っていたのです。彼自身の感

覚や常識的に従うならこの行為は全く問題な

く、何の問題もないのです。しかし、彼の常

識は他の人の感覚とだいぶずれていました。

そのため、多くの人から批判され、結局は都

知事を辞職するようになってしまったのです。 

 

かくのごとく、彼の持っている「健全な常

識」や、「良識」はだいぶずれていました。 

あるべき線からかなりずれていたのです。そ

して、彼自身は自分は全く正しいと思ってい

たのです。 

 

うまく説明できているかどうかわかりませ

んが、聖書で言う死とはたとえば、この例の

様に、私たちの感覚や常識、良識や見るべき

目に及びます。結果、私たちは正しいことを

見ることができなかったり、本来聞こえてし

かるべき神の声が聞こえなかったり、という

状態に陥るのです。 
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「死人が神の子の声を聞く」エレミヤ 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

日本の多くの人がこの都知事さんを非難し

ました。しかしその様に非難する私たち自身

もどこかで、ずれていたり、見えるべきもの

が見えなかったり、異常だったり、というこ

とがあるかもしれません。いいえきっとある

のです。そして、そうである理由は、私たち

が神の前に死人だからなのです。 

 

しかし、そのような死人である私たちが神

の子すなわち、キリストの声を聞くときがき

ます。そして、その声を聞く人は生きるよう

になるのです。すなわち、今までの死んだよ

うな状況、正しい良識や、常識がない状態か

ら生かされ、蘇るようになるのです。 

 

このように書くとただの理想的な話、精神

論や、決意の問題の様に聞こえるかもしれま

せんが、そうではありません。私たちがたと

え、死人であったとしても、それでもキリス

トの声を正しく聞くとき、生き返るとは事実

なのです。 

 

例をあげます。三浦綾子さんは有名なクリ

スチャン作家です。彼女もこのいわば、「死

人が神の子の声を聞き生き返る」という経験

をした人です。 

 

彼女は戦前、熱心な女性教師だったという

ことです。戦前の神国日本の教育を熱烈な 

情熱で子供たちを教えていた、ということな

のです。しかし、戦後になり、戦前の生き方

や教えを全て否定するような風潮の中で、彼

女は自分の信じていたことが間違えであるこ

とを知り、絶望し、虚無的な生き方をするよ

うになりました。 

 

自暴自棄的な生き方の中で、一度に２人の

人と婚約するようないいかげんな生き方にな

ってしまったのです。そして、ついに病の中

に倒れてしまいました。しかしその病の中で

彼女は幼なじみの男性を通して、キリストを

知るようになりました。そして、キリストを

信じた後、彼女の生き方は一変してしまった

のです。いわば死人が神の子の声をきいて生

き返るような歩みに入っていったのです。 

 

その後、彼女は多くの聖書的な視点に沿っ

た小説を発表し、それを通して、多くの人が

自分の生き方を変えられたり、強められたり

しました。彼女の本は累計４０００万部以上、

発行されたということです。 

 

彼女の書いた小説の中には、聖書的なメッ

セージが多く含まれています。彼女自身が 

キリストによって変えられたので、多くの

読者にそのことをわかって欲しいとの願いか

ら書かれたのでしょう。たとえば、彼女のデ

ビュー作「氷点」とは、人の心の氷点、 

すなわち、聖書で言う人のうちにある原罪

をわかりやすく語る小説でした。 

 

虚無的だった彼女、人生に絶望していたい

わば死人の様な歩みをしていた彼女は、 

確かに神の子であるキリストの声を聞いたと

き生き返り、その歩みが一変したのです。 

ですので、どうぞ、聖書に書かれていること

ばは、単なる気休めや名言として書かれてい

るのではなく、そのことばを正しく聞いた人

はその人生が一変する、このことを知ってく

ださい。 

 

三浦綾子
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 聖書と日本「目からうろこが落ちる」 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
実は聖書は私たち日本人にとって決して遠

い存在ではなく意外に近いものなのです。

「目からうろこがおちる」。これはよく知ら

れている言葉ではないかと思います。何かが

きっかけで急に物事の実態がよく見え理解で

きるようになるという意味です。新約聖書の

使徒９章１~２１節にある出来事がもとになっ

ています。そこに登場する使徒パウロは当時

異邦人のヨーロッパの白人にキリスト教を伝

え、活躍した聖徒です。しかしパウロ(サウ

ロ)は、はじめキリスト教徒を迫害していまし

た。 

使徒９：１～２さてサウロは、なおも主の

弟子たちに対する脅かしと殺害の意に燃えて、

大祭司のところに行き、ダマスコの諸会堂あ

ての手紙を書いてくれるようにたのんだ。そ

れは、この道の者であれば男でも女でも、見

つけ次第縛り上げてエルサレムに引いて来る

ためであった。 

とあります。そしてサウロ(パウロ)がキリ

スト教徒を捕えるためにダマスコという町に

行く途上、天から光が彼を巡り照らし地に倒

れてしまいます。 

使徒９：４～６彼は地に倒れて、「サウロ、

サウロ。なぜわたしを迫害するのか」という

声をきいた。 

彼が、「主よ。あなたはどなたですか」と

いうと、お答えがあった。「わたしは、あな

たが迫害いしているイエスである。」 

使徒９：８～９サウロは、地面から立ち上

がったが、目が開いていても何も見えなかっ

た。そこで、人々は、彼の手を引いて、ダマ

スコに連れて行った。彼は三日の間、目が見

えず、また飲み食いもしなかった。 

実はパウロという人はユダヤ人の中でも、

超エリートでした。彼はユダヤ人の中でも名

門で、最も教養があるパリサイ人であり、生

まれながらローマの市民権を持ち、その将来

を約束されていた人です。自信満々で、キリ

スト教徒を捕まえようとダマスコに出かけた

パウロでした。しかしその途上、主イエスに

なぜ迫害するかと非難され、地に倒れ、突然

目が見えなくなり、人に手を引いてもらわな

いと歩けないという非常に厳しい状況に陥り

ました。彼は完全に打ちのめされ憔悴しきっ

ていたのでしょう。その後、ダマスコにいる

アナニヤというイエスの弟子が、幻の中で、

主イエスからサウロのところに行き彼の為に

祈るように命令されます。 

使徒９：１７～１９そこで、アナニヤは、

出かけて行って、その家に入り、サウロの上

に、手を置いてこういった。「兄弟サウロ。

あなたの来る途中、あなたに現れた、主イエ

スが、私を遣わされました。あなたが再び見

えるようになり、聖霊に満たされるためで

す。」すると、ただちに、サウロの目から、

うろこのような物が落ちて、目が見えるよう

になった。かれは、立ち上がって、バプテス

マを受け、食事をして元気づいた。 

とあります。アナニヤが祈ると、サウロの

「目からうろこのような物が落ち」、とあり

ます。これが、目からうろこの語源です。そ

して、迫害者サウロは、どうなったのでしょ

う。 

使徒９：２０そして、ただちに、諸会堂で、

イエスは神の子であると述べ伝え始めた。 

とあります。全く別人のようになりました。

あまりのパウロに変わりように、人々は、

「この人は、迫害者であった人でしょう！」

と驚愕したのです。 

イエス・キリストが神の子であるというこ

とを悟り、真実に目が開かれたパウロはそれ

から、使徒パウロとして大使徒と呼ばれるほ

どの、大きな働きをしました。 

この「目からうろこ」という言葉の裏には、

このような出来事があったのです。 

主イエスこそ私たちの救い主、ということ

が「目からうろこがおちる」という言葉の中

にかくされているのです。 

パウロ



    

 5 

 

イエス・キリストに出会う 「１２年間、病に苦しんだ長血の女」
 

イエス・キリストは2000年ほど前、イスラ

エルに救い主として来られました。そして現

在の私たちは、聖書を通してイエス・キリス

トに出会うことができます。では、主イエス

はどのような方なのでしょう。マルコ5章で、

イエスに出会った長患いの長血の女のことが

記されています。 

マルコ５：２５～３４ 

ところで、12年の間長血をわずらっている

女がいた。この女は多くの医者からひどいめ

に会わされて、自分の持ち物をみな使い果た

してしまったが、何のかいもなく、かえって

悪くなる一方であった。彼女は、イエスのこ

とを耳にして、群衆の中に紛れ込み、うしろ

から、イエスの着物にさわった。「お着物に

さわることでもできれば、きっと治る」と考

えていたからである。するとすぐに、血の源

がかれて、ひどい痛みが直ったことを、から

だにかんじた。 

イエスも、すぐに、自分のうちから力が外

に出て行ったことに気づいて、群衆の中を振

り向いて、「だれがわたしの着物にさわった

のですか」と言われた。そこで、弟子たちは、

イエスに言った。「群衆が、あなたに押し迫

っているのをご覧になっていて、それでも

『だれが、わたしにさわったのか』とおっし

ゃるのですか。イエスは、それをした人を知

ろうとして、見回しておられた。女は恐れお

ののき、自分の身に起こった事を知り、イエ

スの前に出て、ひれ伏し、イエスに真実を余

すところなく打ち明けた。そこで、イエスは、

彼女にこう言われた。「娘よ。あなたの信仰

があなたを直したのです。安心して帰りなさ

い。病気にかからず、すこやかでいなさ

い。」 

 

ここで12年間も長血の病に苦しむ女が出て

きます。当時、長血は汚れているとされ(レビ

記15章25節)、汚れを持つ者は人から離れて生

活をしなければなりませんでした。女は人目

を避けて孤独な生活していたのでしょう。し

かも多くの医者にひどい目にあわされ、財産

も使い果たし、病はひどくなる悲惨な状況で

す。そんな時、イエス・キリストが来られる

ことを聞き、女はイエスなら必ず癒してもら

えると信じたのです。 

町は群衆で埋め尽くされ、イエスの所には

人々が押し寄せ、押し合いへし合い状態です。

長血の女が群衆に紛れイエスの着物に触れた

時、病は癒されました。イエスもそれを感じ、

自分に触った人を捜そうとされます。しかし、

多くの人々がイエスを触っていたので、弟子

たちは理解できません。それでもイエスは、

懸命にあたりを見回されています。群衆の中

でただ一人、信仰を持って自分に触れた長血

の女を主イエスは探しておられました。 

長血の女は汚れた病の故に人々の前に出ら

れないと思い、ひっそりとその場を立ち去ろ

うとしたのでしょう。しかしイエスが自分を

探しておられることで、全能の神の力に恐れ

を持ちます。そしてイエスの前に出たのです。

イエスは長血の女に対して「病気にかからず

健やかでいなさい」と優しく語りました。こ

のように主イエスは、苦しむ人を慰め、癒し、

解放してくださるのです。 

そして、ここでの「長血」とは単に体の病

気というだけでなく、人の心から離れない罪

の喩えとしてとらえることができます。人の

心には中々離れることができない罪の心、悪

意や怒りや妬み憤りというものがあります。

ガラテヤ５；１９～２１では「肉の行いは明

白であって、次のようなものです。不品行、

汚れ、好色、偶像礼拝、魔術、敵意、そねみ、

憤り、党派心、分裂、分派、ねたみ、酩酊、

遊興、そういった類のものです。」とありま

す。そういった汚れた罪の思いから、主イエ

スを信じた者は解放されるのです。 

そして、イエスは長血の女に対するように、

助けを求め信じる人と個人的に深く交流され

たいと願っておられるのです。主イエスにと

って、一人一人がとても大切な存在なのです。 

 

 
長血の女
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    キリストを信じた体験談 「エアコン」by S 

--------------------------------------------------------------------------------

--------------------------------
 今年は例年に比べて初夏の訪れが早く、我

が家では５月上旬からエアコンを使っていま

した。 

ちなみに現在居間で使用しているエアコン

は今年の５月で、まる１１年になります。そ

の間、何度か不具合が生じたので、その都度

修理を依頼しました。でも、１０年保障が付

いていたので、ほとんど修理代はかからず大

半は無料で直していただいたり、部品を交換

していただいたりしていました。 

 

 ところで、その時の気候にもよりますが、

暑い日が続く時期には、使用時間約３００時

間をメドに定期的にエアフィルターやオープ

ンパネル、ルーバーユニットの手入れをしま

す。元来ものぐさな私は放っておきたいとこ

ろなのですが、しかし万が一ほこり等がつま

ってしまうと機能が低下したり、効き目が悪

くなったりするので、やむを得ずと言っては

なんですが、その際には手入れをするように

しています。そんな中、先月いつものように

手入れをしていた時のことです。まずはオー

プンパネルを開き、エアフィルターを取り出

してほこりを落とした直後にルーバーユニッ

トを外して内部を清掃します。ちなみにルー

バーユニットには３カ所「つまみ」が付いて

いるのですが・・・その時になんと一番右の

つまみの一部が破損して、絨毯の上に落ちて

しまったのです。しかもオープンパネルの

「軸」の部分の一部も破損してしまい、それ

も絨毯の上に落ちていました。じつは以前も

ルーバーユニットが思うように作動しなかっ

たことがあって、そのためにリモコンで停止

ボタンを押した際にうまく「羽」が元の位置

に収まらずに困ったことがありました。そし

て今回も同じような現象が起きてしまいまし

た。かつては保障期間内だったため、無償で

新しいものに交換していただいたのですが、

今回は過ぎていたので実費で修理を依頼しな

ければいけません。あるいはルーバーユニッ

トを購入しなければいけません。さて、どう

しよう？ここは考えどころでした。と、言う

のは、今の時代、家電製品において「エコ」

が推進されているので、年数も経ているので

新しいエアコンに買い換えたほうがお得なの

では？なんていう風に頭がよぎりました。じ

つは我が家において以前からその話が持ち上

がっていたので、「どうしましょう？」と思

いました。しかもルーバーユニットだけの問

題なら良かったのですが、オープンパネルの

軸のこともあるので、果たしてルーバーユニ

ットだけを交換したところで、元の通り停止

した際にうまく作動してくれるかどうかの保

障はありません。ある意味、賭けになります。 

 

 その時、神さまの導きで尐し祈りました。

「どうすれば良いでしょうか？」と。そして

ほどなくして、ルーバーユニットの値段を近

所の電気屋さんに問い合わせてみました。す

るとルーバーユニットは￥３,７８０ですぐに

手に入る、ということでした。でも、オープ

ンパネルのことがあったので、尐し考えさせ

てもらうことにしました。そのことを家族に

話してみると、「ダメもとで、ルーバーユニ

ットだけ購入してみよう！それでうまくいか

なかったら新しいエアコンを考えよう！」と

いうことになりました。私もそれが妥当だと、

その時に思いました。その日は遅かったので、

翌日取り寄せてもらうために電話をすること
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にしま 

 

          キリストを信じた体験談 「エアコン」by S 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

した。ただ、もう一度だけ、念押しで神さま

にお祈りしました。「本当にそれでよろしい

のでしょうか？」と。そしてその日は休みま

した。 

 

 翌日になって、そろそろ電話をしようと思

っていたその時でした。突然家族が「そう言

えば、破片は残っている？」と聞いてきたの

で「ああ、まだあるよ」と言ったら、「これ

を接着剤でつけてみよう」ということになり

ました。市販の尐し強力なタイプのものでし

たが、乾くのには尐し時間がかかりました。

待つこと３０分、尐しグラついていたのです

が、そのままいつものように取り付けてみま

した。そしてリモコンの停止ボタンを押して

みました。すると・・・なんと！「羽」の部

分がうまく閉じたのです！はじめだからかな

ぁ、と思って、二度、三度と、付けては停止

するという動作を繰り返したのですが、大丈

夫でした。そして「しばらく様子を見てみよ

う。もしかすると掃除の時に、またダメにな

る可能性もあるから。」ということになりま

した。 

 

 それから何週間か経って、３００時間が経

過したのでいつものように手入れをすること

になりました。「もしかしたら、ルーバーユ

ニットを外したら元に戻ってしまうかも」な

んていう若干の不安を抱えながらも、全く同

じように行って、最後に取り付けたのですが、

特に問題はなく、「羽」もきちんと閉じられ

ました。「しばらく様子を見てみよう」とい

うことになってから、お手入れをする期間ま

で「元に戻ってダメになることがありません

ように」と毎日祈っていたのですが、神さま

がそのお祈りに答えてくださったのです。こ

の件でも助けられ、本当に感謝でした。元々、

ルーバーユニットという部品は消耗品らしく、

大体３,４年で交換するみたいですが、前回交

換していただいたのは７,８年ほど前のことで

した。そう考えると、それ自体奇蹟のような

ものですし、しかも今回簡易的に修理をした

だけで、再び快適に使わせていただけるよう

になって、これもまた、神さまの不思議と力

と奇蹟のおかげだと思いました。もちろんい

ずれ壊れる時は来ると思いますが、その時ま

で今後も神さまに感謝して使用させていただ

けたらなぁと思いました。 

 

 今回も神さまを頼って本当に良かったと思

いました。今後もどんな些細なことであって

も、すぐに神さまに助けや力を祈り求めてい

きたいと思いました。最後に神さまは頼るに

値するお方だということを推奨しているワー

シップソングがありますので、歌詞を紹介し

て証を終わりにしたいと思います。 

我らの主に向かって、新しい歌を歌おう、喜

びの声をあげよ、主は我らの勝利 

我らの主に向かって、新しい歌を歌おう、喜

びの声をあげよ、主は頼れるお方 

イエスは主、イエスは主、この賛美もってほ

めたたえよ、 

イエスは王、イエスは王、この賛美もってほ

めたたえよ 

※プレイズ＆ワーシップの『我らの主に向か

って』より 
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エアコン
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聖書に関する有名人のことば：ジョン・アダムス 

(アメリカ第6代大統領) 

 
「全宇宙的な注目を受けるべき最初のそして、ほぼたった一つの本は、

聖書である..私は何年もの間、 

年に一度は聖書を通読することを習慣としている」 
 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
＜お知らせコーナー＞ 

●聖書贈呈プレゼント！  

月刊バイブルお読みになっていかがでしたか？少し、聖書に興味がわいてきましたでしょうか？このたび、当教会で

は聖書贈呈、プレゼントを行っています。この機会に聖書をあなたも読んでみませんか？ご興味がありましたら、ぜひ、

お申し込みください。 

以下を記載の上、mail:truth216@nifty.com もしくは fax:020－4623－5255 もしくは tel:042－364－2327へ連

絡ください。 

郵便番号: 

住所: 

名前: 

●レムナントキリスト教会「日曜礼拝」のご案内 
 

曜日/時間:毎週日曜日/午前 10:30－12:30,午後 14:00－16:00 

場所:東京都、京王線府中駅前、府中グリーンプラザ本館（tel:042－360－3311） 

1Fのエレベーター脇の部屋表示板で、「レムナントキリスト教会」の部屋を確認ください。 

どなたでも来会歓迎、入場無料です。tel:042－364－2327, mail:truth216@nifty.com 

 

★教会のＨＰもあります。 

ご興味のある方は、“Yahoo！Japan”で、「府中 レムナントキリスト教会」で検索ください。 

尚、レムナントキリスト教会はプロテスタントの教会です。ものみの塔や統一教会とは関係ありません。 

☆クリスチャンになったばかりの方やノンクリスチャンの方におすすめのサイト:オリーブ＆ミルトス 

http://remnantnotudoi.jimdo.com/ 

☆ノンクリスチャン向けへのブログサイト:パンの家 

http://87494333.at.webry.info/ 

☆クリスチャンの方におすすめのサイト:エレミヤの部屋 

http://www.geocities.co.jp/Technopolis/6810/ 

☆クリスチャン向けへのブログサイト:終末の風 

http://whattopics.at.webry.info/ 

見本 
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